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性を検討した。動物実験Ⅰでは２頭を用いて、投与エネルギー量をそれぞれ 5000 J、7000 Jに分けて焼灼を
実施した。動物実験Ⅱでは 3頭を 7000 Jによる単回焼灼、1頭を 7000 Jによる複数回焼灼に割り当てた。出
力調整は動物実験Ⅰでは 5 W毎、Ⅱでは１ W毎に調整した。さらに動物実験Ⅱでは焼灼中の血圧、心拍数の
変動に対しαブロッカー、βブロッカーを投与し、それぞれ 200 mmHg、200 bpmを超過した時間を計測し
た。剖検により副腎、周辺臓器の肉眼的所見、血管損傷の有無を評価し、摘出副腎の肉眼所見および







ポリビニールアルコールゲルモデルでは、平均焼灼径は 5000 J、7000 Jにおいてそれぞれ 20.2±1.5 mm、




後腹膜の熱損傷が、動物実験Ⅱでは隣接する膵および腎に深さ 1から 3 ㎜の焼灼域が認められた。副腎長軸




た。血圧は 2頭で基準を超過し、200 mmHg以上の血圧を示して経過した時間はそれぞれ 20、25秒間であ
った。心拍数は 1頭で基準を超過し 200 mmHg以上の心拍数を示して経過した時間は 195秒であった。血圧、
心拍数の変化は投薬に反応し、抑制し得る可能性が示された。 
【結論】経静脈的副腎ラジオ波焼灼システムを新たに開発した。デバイスの左副腎静脈への到達性と焼灼性能
が示され、さらに安全性の可能性についても示されたかことから、経静脈的副腎ラジオ波焼灼法は実現可能な
手法と考える。 
 
 
